
2021年

10～12月

2022年

1～3月

2022年

4～6月

2022年

7～9月

2022年

10～12月

来期の

見通し

業況 ▲ 0.53 ▲ 1.64 ▲ 0.45 ▲ 0.47 ▲ 1.17 ▲ 1.33

▲ 2.00

▲ 1.50

▲ 1.00

▲ 0.50

0.00

業種/年月
2021年

10～12月
2022年
1～3月

2022年
4～6月

2022年
7～9月

2022年
10～12月

来期の
見通し

製造業 0.14 ▲ 0.14 ▲ 0.29 ▲ 0.14 0.00 0.00
建設業 ▲ 0.33 ▲ 0.50 0.17 ▲ 0.17 ▲ 0.17 ▲ 0.33
小売業 ▲ 0.17 ▲ 0.33 ▲ 0.33 ▲ 0.33 ▲ 0.67 ▲ 0.67

サービス業 ▲ 0.17 ▲ 0.67 0.00 0.17 ▲ 0.33 ▲ 0.33

Ｄ・Ｉ

2021年

10～12月

2022年

1～3月

2022年

4～6月

2022年

7～9月

2022年

10～12月

来期の

見通し

売上

（完成工事）
▲ 1.47 ▲ 2.28 ▲ 0.63 ▲ 0.79 ▲ 1.14 ▲ 1.63

▲ 2.50

▲ 2.00

▲ 1.50

▲ 1.00

▲ 0.50

0.00

業種/年月
2021年

10～12月
2022年
1～3月

2022年
4～6月

2022年
7～9月

2022年
10～12月

来期の
見通し

製造業 ▲ 0.14 ▲ 0.29 ▲ 0.29 ▲ 0.29 ▲ 0.14 ▲ 0.29
建設業 ▲ 0.33 ▲ 0.33 ▲ 0.17 ▲ 0.33 ▲ 0.33 ▲ 0.67
小売業 ▲ 0.50 ▲ 0.83 ▲ 0.50 ▲ 0.50 ▲ 0.50 ▲ 0.67

サービス業 ▲ 0.50 ▲ 0.83 0.33 0.33 ▲ 0.17 0.00

Ｄ・Ｉ

美祢市内景況調査[2022年 10-12月期] 

 

１．概  要 

（１）回答数：25件（業種内訳：製造業 7 建設業 6 小売業 6 サービス業 6） 

（２）ＤＩ（ディー・アイ）：業況や売上、資金繰りなどの各種判断を指数化したものである。各項

目について 「増加・上昇・好転」 の割合から 「減少・低下・悪化」 の割合を差し引いた値で表

している。 

２．業況ＤＩ 

［全業種］ 

 

 

2022 年 10-12 月期の業況 DI は、▲1.17 とマイナ

ス水準を示しており、前年同期と比べると-0.64、前

期と比べると-0.7 と下降傾向を示した。 

業種別にみると、「製造業」は+0.14 と上昇傾向で

回復を見せた一方、他 3 業種はマイナス水準を示し

た。 

来期も▲1.33 と今期に比べて-0.16 と下降傾向の

見通しであり、マイナス水準は継続する見込みであ

る。 

［業種別］ 

   

 

 

３．売上（完成工事）額ＤＩ  

 ［全業種］ 

   

 

2022 年 10-12 月期の売上額 DI は、▲1.14 とマイ

ナス水準を示しており、前年同期に比べると+0.33 と

上昇、前期と比べると-0.35 と下降傾向を示した。 

 業種別にみると、「製造業」が+0.15 と上昇傾向を

示すものの、全業種マイナス水準で「サービス業」は

3 期連続のプラス水準とはならなかった。 

 来期も▲1.63 と今期と比べて-0.49 と下降傾向の

見通しであり、マイナス水準は継続する見込みであ

る。 

［業種別］ 

 

 



2021年

10～12月

2022年

1～3月

2022年

4～6月

2022年

7～9月

2022年

10～12月

来期の

見通し

採算 ▲ 1.31 ▲ 1.13 ▲ 0.97 ▲ 0.97 ▲ 1.48 ▲ 1.63

▲ 2.00

▲ 1.50

▲ 1.00

▲ 0.50

0.00

業種/年月
2021年

10～12月
2022年
1～3月

2022年
4～6月

2022年
7～9月

2022年
10～12月

来期の
見通し

製造業 ▲ 0.14 ▲ 0.29 ▲ 0.14 ▲ 0.14 ▲ 0.14 ▲ 0.29
建設業 ▲ 0.67 0.00 ▲ 0.33 ▲ 0.50 ▲ 0.50 ▲ 0.67
小売業 ▲ 0.17 ▲ 0.17 ▲ 0.17 ▲ 0.33 ▲ 0.67 ▲ 0.50

サービス業 ▲ 0.33 ▲ 0.67 ▲ 0.33 0.00 ▲ 0.17 ▲ 0.17

Ｄ・Ｉ

7.4%

20.0%

85.2%

80.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2022年

10～12月期

2021年

10～12月期

実施した 実施していない 無回答

0.0%

0.0%

16.7%

16.7%

100.0%

100.0%

83.3%

83.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

製造業

建設業

小売業

サービス業

実施した 実施していない 無回答

2021年

10～12月

2022年

1～3月

2022年

4～6月

2022年

7～9月

2022年

10～12月

来期の

見通し

資金繰り ▲ 0.79 ▲ 1.13 ▲ 0.31 ▲ 0.65 ▲ 0.80 ▲ 1.12

▲ 1.25

▲ 1.00

▲ 0.75

▲ 0.50

▲ 0.25

0.00

業種/年月
2021年

10～12月
2022年
1～3月

2022年
4～6月

2022年
7～9月

2022年
10～12月

来期の
見通し

製造業 ▲ 0.29 ▲ 0.29 ▲ 0.14 ▲ 0.14 ▲ 0.29 ▲ 0.29
建設業 ▲ 0.33 ▲ 0.17 0.17 ▲ 0.17 ▲ 0.17 ▲ 0.33
小売業 ▲ 0.17 ▲ 0.17 ▲ 0.17 ▲ 0.17 ▲ 0.17 ▲ 0.17

サービス業 0.00 ▲ 0.50 ▲ 0.17 ▲ 0.17 ▲ 0.17 ▲ 0.33

Ｄ・Ｉ

４．採算（経常利益）ＤＩ  

 ［全業種］ 

 

  

2022 年 10-12 月期の採算 DI は、▲1.48 とマイ

ナス水準を示しており、前年同期と比べ-0.17、前

期と比べると-0.51 と下降傾向を示した。 

 業種別にみると、「製造業」「建設業」は横ばいで

「小売業」「サービス業」はそれぞれ下降傾向を示し

た。 

来期も▲1.63 と今期に比べて-0.15 と下降傾向

の見通しであり、マイナス水準は継続する見込み

である。 

［業種別］ 

  

 

 

 

 

５．資金繰りＤＩ  

［全業種］ 

 

 

2022 年 10-12 月期の資金繰り DI は、▲0.80 と

マイナス水準であり、前年同期と比べると-0.01、前

期に比べると-0.15 と下降傾向となった。 

業種別では、「製造業」が-0.15 と下降傾向を示

し、他 3 業種は横ばいで、全業種マイナス水準とな

った。 

来期は、▲1.12 と今期に比べると-0.32 と下降傾

向の見通しであり、マイナス水準は継続する見込

みである。 

［業種別］ 

  

 

６．設備投資 

［全業種］ ［業種別（今期）］ 

  



0.0%

0.0%

14.3%

0.0%

57.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

14.3%

14.3%

0.0%

0.0%

大企業の進出による競争の悪化

新規参入業者の増加

製品ニーズ変化への対応

生産設備の不足・老朽化

生産設備の過剰

原材料価格の上昇

原材料の不足

人件費の増加

原材料費・人件費以外の経

費の増加

製品単価の定価・上昇難

金利負担の増加

取引条件の悪化

事業資金の借入難

従業員の確保難

熟練技術者の確保難

需要の停滞

その他

特に問題なし

無回答

0.0%

0.0%

4.8%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

9.5%

4.8%

0.0%

0.0%

4.8%

4.8%

0.0%

23.8%

4.8%

0.0%

9.5%

１位 １～３位

0.0%

0.0%

66.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

16.7%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0%

大企業の進出による競争の悪化

新規参入業者の増加

材料価格の上昇

材料の入手難

人件費の増加

材料費・人件費以外の経費の

増加

請負単価の低下・上昇難

下請け単価の上昇

金利負担の増加

取引条件の悪化

事業資金の借入難

従業員の確保難

熟練技術者の確保難

下請業者の確保難

官公需要の停滞

民間需要の停滞

その他

特に問題なし

無回答

0.0%

0.0%

27.8%

11.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

5.6%

0.0%

11.1%

11.1%

0.0%

11.1%

5.6%

0.0%

0.0%

16.7%

１位 １～３位

 

７.経営上の問題点  ※  ：１位の項目 

 

（１）製造業 

 

 

（２）建設業 

 



16.7%

33.3%

0.0%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

大型店・中型店の進出による競争の激化

同業者の進出

購買力の他地域への流出

消費者ニーズの変化への対応

店舗の狭隘・老朽化

駐車場の確保難

商品在庫の過剰

人件費の増加

人件費以外の経費の増加

販売単価の低下・上昇難

仕入単価の上昇

金利負担の増加

代金回収の悪化

事業資金の借入難

従業員の確保難

需要の停滞

その他

特に問題ない

無回答

5.6%

11.1%

5.6%

16.7%

5.6%

5.6%

0.0%

0.0%

5.6%

0.0%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0%

11.1%

0.0%

5.6%

0.0%

11.1%

１位 １～３位

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

50.0%

0.0%

0.0%

16.7%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

大企業の進出による競争の激化

新規参入業者の増加

利用者ニーズへの変化の対応

店舗施設の狭隘・老朽化

人件費の増加

人件費以外の経費の増加

利用料金の低下・上昇難

材料等仕入単位の上昇

金利負担の増加

事業資金の借入難

従業員の確保難

熟練技術者の確保難

需要の停滞

その他

特に問題ない

無回答

0.0%

0.0%

5.6%

5.6%

11.1%

5.6%

5.6%

22.2%

0.0%

0.0%

5.6%

0.0%

11.1%

0.0%

0.0%

27.8%

１位 １～３位

 

 

（３）小売業 

 

 

（４）サービス 

 

 


